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はじめに

韓国考古学調査報告 l

佐川 正敏

筆者は201l年度束北学院大学在外研修制度

に よ り . 2 0 1 1年9月1日から2012年8月31

日まで大韓民国(以下. 韓国)全羅南道の光州

広域市(以下, 光州市)に所在する朝鮮大学校

人文科学大学(大学はカレ ッジで日本の学部相

当) 史学科で研究中である。 本専攻の院生の中

には. 佐川先生は転動したと思つている方もぃ

るよ うだが. そうではなぃ。1年前に発生した

束日本大震災の復旧, 復興活動に関わることな

く仙台を去るのは. じっに後ろ髪を引かれる思

いである。しかし , 近いようで遼い光州市に身

を置きながら広い視野で震災を省察し , 韓国人

に説明することも . 今後の復興活動にとって必

要なことであろうと考える。

朝鮮大学校は1946年の創立で, 医, 歯 ( と

もに付属病院あり) . 自然科学, 工科, 体育,

教育 , 芸術. 法科, 経営, 国際関係などの大学

と約3万人の学生を抱える , 全羅道の私立大の

雄である。とくに宗教とは関連がない。本館(図

1の屋根が三角形の建物) に人文科学大学と外

国語大学が所在するのは, 創設の歴史を示して

いる。 筆者は現在. 朝鮮大学校から研究教授と

いう身分を与えられているが. 人文科学大学と

して海外の教授を受け入れたのは. 筆者がはじ

めてだそうであり. 大変名誉なことである。

今回の研修の目的は , ①前期旧石器(韓国

では中期)  を中心とする旧石器の研究と ,

② 百済を中心とする官德iと寺院. 瓦の研究で

ある。 筆者がなぜ光州市に身を置いているかと

い う と , ①にっいては. 朝鮮大学校の史学科

には, 韓国旧石器研究の中堅である李起吉教授

がおられ. 20年間にわたって全羅南 ・ 北道で

複数の文化層をもっ旧石器時代遺跡 (竹内里.

月坪 , 道山など)の発掘調査と研究を行い, す

ばらしぃ成果をあげているからである (佐川

2011a)。 ②にっいては, 国立扶餘文化財研究

所が全羅北道の益山市にある王宮里遺跡と帝釈

図 1  朝鮮大学校キャンパスの'li-の夜最 (同大力
レンダー よ り )
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寺跡で. 百済武王段階の都城と寺院の問題にっ

いて , 光州市の西に隣接する羅州市にある国立

羅州文化財研究所が伏岩里過跡で. 在地の中心

的な蒙族が百済の地方勢力と して組み込まれる

過程にっいて. それぞれの発掘調査を通して解

明しようとしているからである。

つぎに . この全羅南 ・北道(湖南 )が朝鮮半

島(韓国では韓半島)の南西部に位置し , 地理

的にも歴史的にも九州を通して日本列島と密接

な ;繋がりがある。一方で目を西に向ければ, 黄

海や東シナ海を通して中国の華北 一華中地方と
密接な繋がりがある。先の①と②の主目的に

ついて. 韓国の地方に身を置きながら名実とも

に束アジア的視点で思考してみると . 仙台から

西方を違望するのと , 当然違つた見え方がする

であろうと期待される。

さらに.光州市は本学の所在地 ・仙台市の姉

妹都市であり , 2012年は締結10周年にあたる。

両市が姉妹都市に至つた経緯を知らないが, お

そらく都市や人口(光州は140万人)の規模が

似ているからであろう。また. 半島を南北逆に

し , 済州島(済州自治道)を北海道に見立てる

と . 全羅南・北道は束北地方の太平洋側に近い

位置関係になろう。しかし . 両市の交流にっい

ては, 歴史や文化財に関するものがほとんどな

く . 仙台市博物館で国立光州博物館や光州市民

俗博物館の所蔵品による特別展を行つたことは

なぃ。 と ころが, たとえば本専攻の辻秀人氏の

専門分野である古墳時代においては , 仙台市周

辺は古墳時代の前方後円墳の分布のほぼ東端で

あ り . 光州市は分布のほぼ西端にあたる(辻

2007)。 また . この地域独特の墓制や百済的な

墓制, 中国的な墓制も認めることができる (金

11lil中2009. 同2011)。まさに束アジア的視点に
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立つならば. 仙台市周辺と光州周辺を比較しな

がら . 半島と中国世界との関係をも展望するこ

とが可能なのである。筆者は, い ろ い ろ な切 り

口で仙台市周辺と光州市周辺を比較した歴史や

文化の学術研究と交流が可能であると考えてお

り . 今後それを具体的に推進したぃと模索して

いるところである。

さて, 朝鮮大学校での研修が半年を終え . 折

り返し地点に到達したので, 筆者がこの半年間

に見聞した韓国考古学界の印象深いできごと

(1.旧石器の調査. 2. 韓国文化財庁創立50周

年記念関連シンポジウム , 3. 韓国瓦学会の活

発な研究活動, 4.朝鮮王朝文化と中国. そし

て日本)にっいて , 新鮮な記憶が薄れないうち

に報告しておきたい。

1. l日石器の調査

筆者は現在. 大学で2つの居所を与えられて

いる。それは本館にある研究室と博物館である。

毎週月̃金曜日 (韓国の学校は週休2日) の 9

時半から17時まで朝鮮大学校博物館 (館長は

李起吉氏) で旧石器を調査をするとぃ うのが.
日常生活の一番の基本となっている (図2 )。

半年間に全羅南道の南端の順天市に所在する竹

内里造跡(李起吉ほか2000 )と . 月坪遺跡の

図 2  朝鮮大学校博物館で旧石器を観察する筆者



中間文化層(李起吉ほか2009)の I日石器を 1 点.

1 点, 剥離面の1面に至るまで観察させていた

だいた。 竹内里造跡の観察結果にっいては,

2012年1月12日に朝鮮大学校でトピ ック的に

発表した。 ここではその概略を報告する。

(1) 大型重量石器の変選

竹内里造跡では I日石器時代の文化層が4枚

(下から第1文化層が前期(韓国の中期) . 第2.

3文化層が前期(韓国の中期)̃後期初頭. 第4

文化層が後期) . 月坪遺跡では同文化層が5枚

(下から第1, 2文化層. 中間文化層. 第3. 4

文化層:李起吉氏はすべて後期と考える) あ

り . 約6万年前以降の半島南西部の旧石器の変

選を考える重要な過跡となっている。 筆者が研

修後半に調査を予定している道山遺跡も , 同様

に多文化層遺跡である。 李起吉氏のように後期

旧石器も含む多文化層遺跡を多く調査した研究

者は. じっは韓国では非常に少なぃ。筆者が最

後の力を振り絞つて日々観察している前期旧石

器を構成する大型重量石器(ハンドァ ッ ク ス .

ク リーバー. 多面体・球形石器など)と小型剥

片石器(スクレイパー . ノ ッ チ. 鋸歯縁石器.

錐状石器など)が. 後期旧石器時代へ移行する

過程でどのように変遷するかをこの日でしっか

りと確認することは, 今回の研究の主目的の1

つである。

大型重量石器が後期旧石器時代になっても明

確に存在することを ,今回認識した。ハンドァ ッ

クスは小型化し . 量的にも僅少で, ク リーバー

はすでに消減している可能性がある。 また多面

体・球形石器は , その加工技術も大きく変化す

る こ とな く . 全体に小さな鈍角剥離を交互に繰

り返した結果. 幾筋もの稜線を残す特徴をもっ

図 3  竹内里;ift跡第4文化層の多面体石器

たまま. 細石刃段階に忽然と消滅した (図3 )。

もともと片手の手のひらに乘るくらいの大きさ

(直径約12cm)の石英脈岩原石が素材であり ,

サイ コロ状の角礫の場合にはまずその接線を高支

き潰す作業をすることが多い。 これはDMZに

近い漢灘・ 臨津江流域の資料にも認められる。

また , 長野県飯田市の竹佐中原遺跡の石英岩資

料にも認められるので, 筆者は多面体・球形石

器との関連性をずっと気にしてきたが. その思

いは一層強くなっている(佐川2011a)。

李氏からは , 竹内里造跡の後期旧石器に使用

された石英脈岩が. 前期旧石器のものと異なり

乳白色で良質のものに変化している , と教えら

れた。その現象は , 後期旧石器時代の直前か初

頭の資料の可能性がある月坪遺跡中間文化層の

石英11lll1岩製石器でも確認できた。 同時に小型剥

片石器のなかにェンドスクレイパーや. 1つの

石器にノッチの部位とサイドスクレイパーの部

位が共存する石器も安定して認められるなど,

竹内里遺跡第1文化層段階にはなかった特徴も

認められ. 興味深い。しかし , 前期旧石器の中

には周;刻刀形石器は見あたらない。
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(2) 竹内里適跡のライオライ トと石刃技術,,

そして剥片尖頭器

竹内里造跡のl日石器第4文化層では. 石刃技

術の段階を示すようにライオライト (韓国でい

う流紋岩) が使用され始める。 石刃は失敗品ば

かりが残され, 石刃核もないので. 多くの石刃

は石刃核とともに . つぎのキャンプ地に搬出さ

れたと推定される。 筆者は. 李氏に剥離された

石;f11の使用目的にっいて質問すると. 剥J 」1一尖頭

器本体は来発見であるが, 剥片 ;尖頭器の基部と

思われるものがあるので, 剥片尖頭器の製作を

推定しているとのことであった。 剥片尖頭器と

は . 木製の柄に装着するために基部を舌状に作

出したナイフ形石器類似の石器で. 用途のメイ

ンは特i成具であるifiの可能性が高い ( 図 4 : 李

起吉ほか2009)。

竹内里造跡からは石英alli1岩製の不定形剥片か
ら製作されたスク レイパーや ノ ッ チ , 次述する

特契形石器など各種のト ゥール(道具としての石

器) が多く出土しているので , 石刃剥離作業以

外の生活に関わる作業も行われていた。しかし.

そのトゥールの製作にライオライトがほとんど

使用されていないのは , おそらく石刃剥離に欠

かせなぃライオライトが乏しかったので. ;i置跡

34

図 4  月;l1ll過跡第3文化用の剥1 l '実頭器

の横を流れる黄田川で採取でき る石英脈岩を使

用したと推定される。つまり ,最重要生業であっ

た狩猟の最重要道具の剥片尖頭器の製作に際し

ては. 携帶と二次加工, 新品との交換の容易な

石刃との結びっきが絶対的なシステムとなって

おり , 半島南西部の全羅道におぃてはライオラ

イトがもっとも石刃技術に適した石材であっ

た。しかし. ライオライトはどこにでも転がっ

ている石材ではないので. その原産地と獲得戦

略は. 細石刃技術の段階も含めて後期旧石器時

代人の重要課題となっていたはずである。

(3) 後期 I日石器時代の楔形石器

竹内里造跡の旧石器第4文化層には. 楔形石

器がある (図 5 ) 。石材はライオライト製と石

英脈岩製がある。 楔形石器は日本の後期旧石器

時代や招'll文時代に普通的に認められる石器で.

図 5  竹内里過-跡第4文化 111lliの1契形石器



ピェス・エスキーユとも称される。 剥片を台石

の上に置いて. 石製ハンマーを使つて両極打法
で敲きながら製作された. 上下辺に薄い刃部を
もっ短冊形の石器である。 製作時に複数の両極

剥片も排出されるし , 未完成の場合は両極石核

のように見える。楔形石器は. 骨などを分割す
る時に使用されるが. この時にハンマーの力と
対象物からの反作用で楔形石器から細かな剥片

が排出され, なかには両極剥片もあり , 数カ所

に製作時か使用時に使用された石製ハンマーと

台石も残されていた。 報告書中にも . 両極打法
と両極石核. 両極剥片にっいての説明はある。
しかし. 李起吉氏と竹内里過跡の楔形石器に
ついて意見交換をしていて. 韓国ではこの石器
がどうゃら認知されていなぃことを知つた。韓

国に来る直前に八戸市田向冷水遭跡の後期旧石

器時代の楔形石器と石製ハンマー. 台石の写真

をたくさん撮影し. 韓国で紹介しようと準備し
ていたので, その映像を示しながら李氏と再度

意見交換をした。田向冷水通跡の石刃や剥片尖

頭器に類似したナイフ形石器を紹介したことも

あって. 李氏は両極打法と楔形石器の間題に非
常に興味を示され, ぜひ共同で研究を深めよう

とぃうことになった。

両極打法は北京原人も使用したことで有名で

あり. 中国泥河湾盆地の小長梁通跡にも存在す
るので. その使用はl00数十万年前に通る。 し
かし. 筆者が知る中国最古の楔形石器は. 約4
万年前の山西省時始遺跡の事例である (かって

中国では楔形細石刃核の起源とされた)。 韓国

でも楔形石器は, 竹内里過跡や月坪通跡の前期

旧石器にはみられないので. 後期旧石器時代か
ら誕生した石器である可能性が高い。 今後半年

間で類例を収集したい。

2. 韓国文化財庁 5 0周年記念関連シン
ポジウム

20 l l年は. 韓国文化財庁 (文化財管理局が

前身)創立50周年にあたったので. 9月から
各地で中央(大田)と地方の国立文化財研究所

主催のシンポジウムが開催された。筆者はその

多くに出席し. 韓国の考古学者が国家として,
地域として. どのような問題に関心をもち, ど
のような方法で研究を展開しているかを直接知

るよい機会となった。 また. 旧知の考古学者と
再会し . あるいは新たな友人を作り . 懇親を深
める絶好の機会でもあった。

(1) 高麗首都開城と東アジァの都城文化

韓国国立文化財研究所考古研究室 (崔孟植室

長 ) は.一連のシンポジウムのスター トを切つ

て20l l年9月27日に国際シンポジウム f高麗

首都開城と束アジアの都城文化」 をソウルにあ

る国立古宮博物館第二講堂で開催した。 韓国の

シンポジウムでは, 個別の発表者の発表要旨と

それに対するコ メンテーターのコ メ ン ト ( 質 問

を含む) が要旨集としてきれいに印刷されて.
当日配布される。 基調講演と個別の発表者の発

表の後に. 総合討論が行われ, コ メンテーター
がコ メントしながらそれに発表者が回答し. 司
会者が総括するとぃう形式をとるのが一般的で
ある。 今回のシンポジウムは同時通訳装置が用

意され. プロによる舌を卷くような流暢な通訳
であったo

さて,北朝鮮の南端にある開城は. 韓国が支
援してできた工業団地で有名であり . 高麗の首
都があったところでもある。 韓国国立文化財研

究所は. 北朝鮮とともに2007年から5年計画
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で開城跡の試掘調査を行つた。 その経過がた く

さんのスライドによって紹介された。2010年

に潜水艦準沈事件と大坪島砲撃事件が勃発し.

両者の関係が冷却化したことによって. 最終年
度である20ll年の試掘調査は中止された。最

後の発表者である李相俊氏 (国立扶餘文化財研

究所所長:韓国国立文化財研究所考古研究室

在任中に本プロジェクトの中心メンバー ) が,

その無念さと今後の展望を切々と語つたことは

非常に印象深かった。

日本からは橋本義則氏 (山口大学) が日本最

後の都城である平安京にっいて.小野正敏氏(国

立歴史民俗博物館名誉教授) が平泉過跡群や鎌

倉時代の都市遺跡について発表をした。 中国か

らは秦大樹氏(北京大学)が北宋開封通跡と南

宋臨安府遺跡について, 本専攻客員教授も務め

られた董新林氏 (中国社会科学院考古研究所)

が高麗と関係の深かった遼の上京過跡などにっ

いて. 魏堅氏(中国人民大学)が元上都遺跡に

ついてそれぞれ発表した。

たくさんの発表とコ メン トを一日のシンポジ
ウムで行うのが精一杯だが. できることならさ
らに踏み込んで比較検討する時間も必要ではな

いかと思う。今回のシンポジウムでは, と くに

中国都城との比較にっいて時間を割いてほし

かった。筆者が興味深く感じたのは. 開城が小
盆地を選択して造営された点である (図 6 :

禹誠勲20n)。 つまり, 高麗時代になっても朝
鮮半島独特の自然の山の稜線や山城による防衛

戦略が, 依然として存続していたとぃうことで

ある。結果として自然地形の影響を受け, 宮城

は南に傾斜した地形に階段状に造営され. 羅城
も建物や道路を整然とした碁盤の日状に配置に

することが困難になる。平坦地に都城を造営し.
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図 6  高麗時代開城内施設位 l置図

それを城壁で囲む方式は. 朝鮮時代になって中
央(漢城:現ソウル)でも地方の邑城でもよう

やく採用されたのである。

最後に, 韓国側が開城跡の発掘調査に執着と

もぃえる強い関心を寄せるのはなぜか. という
点にっいて筆者の考えを述べておく。古代の百

済の首都であるソウル(風納土城跡) , 公州.
扶餘(官北里遭跡) . 益山(王宮里遭跡:武王
段階の首都か)そして新羅の首都慶州では. 韓
国国立文化財研究所や韓神大学校, 公州大学.
国立扶餘文化財研究所. 国立慶州文化財研究所
が発掘調査を行つている。 しかし. 古代韓国の
首都の中核であった宮城跡はどれひとっとして

明らかにされていないのである。 風納土城跡や

官北里逆跡. 王宮里通跡では. 大型堅穴住居跡
や大型掘立柱建物跡が若干発見されている程度

で,今のところ基壇も礎石も保存されておらず,

宮城の実態が把握できなぃでいる。 これに対し

て開城の宮城跡は. 基;t直や礎石などの保存がき

わめて良好なのである。韓国側のそうした歯が

ゆい思いに,開城跡は一筋の光を差し. 古代韓
国の首都宮城の復原のための重大な参考資料と

なっているのである。



(2) 東アジァの古代庭園と寺院跡の研究現状

と課題

2011年10月5日に国立扶餘文化財研究所が

主催し . 扶餘ロッテホテルで開催されたシンポ

ジウムである。21世紀に入り , 同研究所は軍

守里廃寺跡, 王興寺跡, 定林寺跡, 帝釈寺跡の

4つの百済寺院跡の発掘調査を行つた (佐川

2010)。 軍守里廃寺跡は植民地時代以来の発掘

調査であり . 当時見逃していた木塔の地下式心

礎導入用斜道を検出した。王興寺跡ははじめて

の発掘調査であり . 木塔地下式心礎舎利孔から

577年の紀年銘が刻まれた舎利容器や. 寺院へ

の出入斜道が発見された。 定林寺跡は植民地時

代と忠南大学による発掘調査が行われたが, 高

麗時代の伽藍との区別が明確化した。 帝釈寺跡

は益山・王宮里造跡の束方にあり , 木塔が地上

式心礎であること , 木塔基壇が版築須弥壇を有

する特異な形式であること , 『観世音応験記』

に記述された639年焼亡を裏付ける焼けた瓦が

発見されたこと , 木塔掘込地業とほぼ同一の遺

構が木塔西方から検出されるなどの成果があっ

た。 そして. 陵山里廃寺跡も含めて百済寺院の

伽藍配置が, 一貫して一塔一金堂式であったこ

とが明確となった。 また. 王宮里遺跡の寺院跡

束方からは2007年に小型の庭園跡 (図7のA )

:
:

・:
:

-
画

一日
0

図7  王宮里造跡宮城段階の空間区画および活用

が発見され, 続いて一段高い北側からは曲水式

の庭園跡も発見され, 後者は 「後苑」 にあたる

ことが具体的に解明されっつある。

以上の日まぐるしぃ大発見を受けて , 今回の

シンポジウムは開催された。 慶州の成果を含む

韓国側の発表とともに , 日本からは箱崎和久氏

と高橋千奈津氏 (独立行政法人国立文化財機構

奈良文化財研究所:以下. 奈文研) , 中国から
は何利群氏(中国社会科学院考古研究所)と呉

桂兵氏(南京大学)が. それぞれ古代の寺院跡

と庭園跡にっいて報告した。

筆者は上記の発見を幸いにもすべて見学させ

ていただぃたし . 本専攻の教員と院生もそのい

くっかを見学する機会があった。 ここではシン

ポジウムにおぃてあまり議論されなかった2つ

の点にっいて , 感想を述べておく。1つは束ア

ジアにおける伽藍配置の問題である。 百済寺院

が少なくとも泗 i比期において一貰して一塔一金

堂式 (日本では四天王寺式) であったのだが.

これは7世紀前半までの中国の伽藍配置の状況

を反映していると推定される。 新羅(三国時代)

寺院の状況はなぜか十分明らかではなぃが, 創

建皇龍寺は一塔一金堂式の可能性が高い。 統一

新羅寺院は双塔式が中国から受容されたが, 依

然として一塔一金堂式は存続していた。 これに

対して日本の伽藍配置は一塔一金堂式を主流と

しながらも . とくに640年頃の百済大寺(吉備

池廃寺跡) から法隆寺式. 川原寺式などの独自

の伽藍配置が出現した (菱田2005)。筆者は従

来. 経典の意味も十分理解できなぃ当時の日本

で. 独自の伽藍配置を創案することはあり得な

いと考えていたが, 日本創案とぃう仮説に傾き

つつある。そうしたことの是非も含めて , 束ア

ジア的に比較検討すべき課題であると考える。
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2つ日は王宮里遺跡で発見された推定後苑跡

である。 その造営年代は武王段階の7世紀初頭

に通り , 統一新羅時代のある段階まで使用され
た。 この発見は. もちろん庭園史上重要である
ことはいうまでもなぃが. 古代韓国で唯一発見
されている方形宮城 (王宮里遺跡のこと) の実

態を知る手掛かりになると考えられる (図7 :

田20 l l )。 王宮里通:跡は寺院として再利用され

る前には宮城として使用され, 両者の南北中心

軸線 ( 1 ) は一致しており .それは南面石築(城
壁あるいは大垣)に開く中門に重なる。 ここに

宮城の中核施設(宮殿中央区)が階段状に存在

したことは確実である。 さらに. この空間の束
と西にも空間があり . 推定後苑跡は東空間の北
方に存在する(南北中心軸2)。問題は束空間

が東側の宮殿区画 (宮殿東区) であったかどう

かである。そして. この問題は, 7世紀初頭の
未完成の晴大興城を参考にしたのか, それとも

南北朝時代の並列した宮殿区画(文献から推定)

をモデルにしたのか. とぃう新たな東アジア的
間題とも関わっているのである。

(3) 古代都市演州と幅山寺

201 l年l0月20日. 2l日に国立中原文化財
研究所が主催し . 東海岸の風光明媚な江陵市に
所在する関束大学校で開催されたシンポジウム

である。統一新羅は9世紀に禅宗を受容し, 後
の九山禅門の原形が形成された。 日本では密教

が導入された時期である。 江陵市には九山のl

つである堀山寺跡があり . 国立中原文化財研究
所が発掘調査を開始したのを受けて行われたも

のである。韓国人研究者20名(考古学. 文献
史学. 美術史学, 建築史学)の発表とコ メ ン ト
に加えて. 日本からは菱田哲郎氏 (京都府立大
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学) と山田隆文氏(奈良県教育委員会)が. 中
国からは厳耀中氏(上海師範大学)と李鋪納氏

(中国社会科学院歴史研究所) が. 古代都市と
寺院 ( こちらが主題 )にっいて発表した。20

日には溟州銘軒丸瓦が発見された溟州山城を ,

21 日には発掘調査中の崛山寺跡を見学した。

国立中原文化財研究所所長の金聖範氏は,

l997年以来の既知の間柄であり, 翌年氏が奈

文研と韓国国立文化財研究所との交流で奈良に

滞在した時に,若干お世話をさせていただいた。

このシンポジウム開催の10日ほど前に突然連

絡が来て, 考古学からのコ メントを依頼され,

条件付きで承諾した。 シンポジウム前日に完成

したばかりの分厚い発表要旨集に. 筆者の名前

も入つているのに驚いた。そのコ メントの概略

を記述しておく。

lつ日は韓国における古代の地方都市の研究

方法についてである。 韓国では百済と新羅の首

都の宮城も, 所在が未確認であったり . ほとん

ど把握されていない状況であることは.「2- ( l ) ・
(2)」ですでに述べた。したがって, 古代の地

方都市は山城以外はほとんど不明である。 古代

の国府や郡家通:跡, 国分寺跡などが全国的に把

握されている日本と比較するならば, 意外な現

象である。 山田氏は今回の発表で. まず日本で
用いられている地形図から遺存地割を読解する

方法にっいて紹介し, つぎに植民地時代に作成

された地形図を元に遺存地割と思しき痕跡や若

干の過跡. 通構を手掛かりに , 古代浪州が溟州
山城だけではなく . 現江陵市の地下にも埋蔵さ
れているだろうし, ほかにも平地に都市過跡が

限つているはずであるという発表をした。 しか

し, いずれも仮説ばかりで, 誰もが納得する過

構をほとんど提示しなかったせぃもあり. 韓国



側の反応は今ひとっで, 首都の慶州 (金州) 以

外に. 条坊をもっ都市はなかっただろう . と多
くの研究者は考えているようである。

筆者も地方都市に条坊があった可能性が低い

とみるが. 山田氏が山城と平地城がセットに
なって地方都市を構成していたとぃう仮説を支

持したい。溟州の場合. 山城は河川に面しては
いるが. 海岸から少し奧にあり . 東海岸沿いの
海上交通を考えるならば. 海岸沿いの現江陵市
に何らかの官街や倉庫の存在を想定するのは自

然なァイデアであると考える。 筆者がそう考え

るのには理由がある。 国立中原文化財研究所が

中核調査対象とする忠州市の塔坪里遭跡は, 統

一新羅の五京の推定地であり , 南漢江に面し.
周辺にはランドマーク的存在であった中原塔坪

里七重石塔(を含む寺院)や書被山城. 中原高
句麗碑があり . 三国時代の在地蒙族の墓である
楼岩里古墳群含む多くの古墳群が残されてい

る。塔坪里遺跡は, 三国がここで覇権を争つた

最大の理由である鉄の採取と鉄器の生産を効率

的に行い. 南漢江を通しての交通・輸送手段の
至便さを有したところである。 とくに地方都市

の場合は, 山城だけではなく . 平地の官衛や工
房. 倉庫, 港湾と一体のもとして複合的に提え
る必要があろう。

所長の金聖範氏はそのこと十分認識してい

る。 氏が前任地の国立羅州文化財研究所所長在

任中に. 中核調査対象地である羅州市の伏岩里

過跡から6l0年頃に百済の地方官衡が存在した

ことを裏付ける多くの木簡が出土したからであ

る。 官衡の存在の確認調査は現在進行中である

が. 本通跡の前方には300年以上にわたって拡
張を重ねて形成されたあの伏岩里3号墳を含む

伏岩里古墳群があり ,後方には会津山城があり .

また交通 ・ 輸送の動脈と しての栄山江も近く を

流れている。 これらに密着した集落跡や寺院跡

(ともに未発見だが)も含めて. 古代地方都市
の問題を具体的に検討していくことになろう。

2つ日は羅末麗初の寺院の伽藍配置の問題で

ある。 日本における伽藍配置の形式の多様性と

解釈, そして国家仏教のあり方の変選にっいて

は. 菱田哲郎氏から発表があった。 また楊正錫
氏(水原大学校)は. 九山関連の寺院の発掘調
査に基づいてその伽藍配置について発表した。

それによれば, 塔はすべて石塔であり . 双塔式
伽藍に加えて, 一塔一金堂式伽藍が多く . 伝統
的な伽藍配置が長期間維持されていたこと. そ
して山岳寺院がかなり多いとぃう特徴があり.
筆者は驚いた。 また. 子院のような空間も形成
され始めたようである。 見学した崛山寺跡の発

掘現場は. 出土した瓦の年代からみて. 高麗,
朝鮮時代のもので, 創建時のものがない。 今回

の発掘で確認された通:構は塀や通路などで区画

された子院のような空間であって. 崛山寺の中
心伽藍は. 発掘現場に川をはさんで隣接する広
大な平地に立つ幢竿支柱(図8)付近に存在す

るのではないだろうか。

筆者が暮らしている光州市は. 統一新羅時代
以来の重要都市で武珍州と呼ばれた。 筆者が朝

鮮大学校まで毎日通動している道路沿いには.

統一新羅末期創建の光州束五層石塔が立つてい
る ( 図 9 )。地震の少なぃ土地柄とはいえ, 歴

史の荒波の中で何度か復原されたのかもしれな

いが. 石塔しか残されていない。こうした風景
は, 韓国で至るところでみることができる。金

堂や講堂などは木造であったので, 残されてぃ

なぃのである。つまり, 石塔の北側を発掘調査

すれば. 金堂を含む伽産の通構を発見できる潜
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図 8  崛,山寺跡の幅_竿支柱

図 9  光州東五層石塔

在性をもった寺院跡が. 韓国各地には山のよう

にあるとぃうことである。  名刹だけではなく .

こうした無名の地方寺院を調査. 研究すること

は , 同時に地方官衡(郡や県)の解明に繁がる

のではないだろうか。

(4) 実験考古学からみた大型基棺製作技法

本シンポジウムは2011年10月27日に国立

4o

図 l 0  大型整補焼成実験の索請め

羅州文化財研究所によって主催された。 光州市

の西に接する羅州市は , かって全 「羅」 道の中

心であり ,朝鮮時代の邑城の面影を残している。

前述した伏岩里古墳群や活南古墳群などが存在

し.近いうちに古墳をテーマとした羅州国立博

物館が完成する予定である。 古墳の葬具には超

大型整棺が使用されており , 発棺の製作技術と

窯での焼成技術の復原がシンポジウムのテーマ

である。羅州国立文化財研究所では, 研究所の

裏手に窯を復原し . 焼成実験も行つている(図

10)。筆者も2009年に, 発棺製作窯跡の発掘現

場を見学させていただぃた。

全体として , 発棺の復原実験. そして窯跡に
残された痕跡から復原された窯に焦点をあてた

発表であった。 日本から招聘された北野博司氏

(束北芸術工科大学) が総合討論で述べられた

とおり . 発棺本体の表面に残された痕跡を実験

によって検証しながら , 焼成のプロセスを復原

する視点が弱かったのが, 今後の大きな課題で

あろう 。

(5) 咸安・城山山城の古代環境復原の研究

本シンポジウムは , 2011年11月5日に国立

加耶文化財研究所が主催し , 韓国考古学会が共

催して嶺南大学(韓国考古学会の開催校)で開



図1 l  シンポジウム発表資料と域山山城

催された (図11)。 所長の金容民氏とも国立扶

餘文化財研究所所長時代以来の既知の間柄であ

り . 本専攻の大学院GPによって2010年に招

]l号したこともある。加耶文化財研究所の中核調

査対象である咸安城山山城は. 貯水池から6世
紀中葉の木簡が集中して発見されたことで韓日

で非常に有名な遺跡である。 木簡は, 洛東江流

域の物資の流通を示す超重要なものである。 筆

者は本専攻の熊谷公男氏と辻秀人氏とともに

2004年に当時木簡の調査と保存に専念されて

いた鄭桂玉氏 (現韓国国立文化財研究所美術工

芸室長)にお願いをして, 処理されて間もない

木簡を見せていただいた。

今回は, 山城での生活に不可欠な水源である

貯水池に焦点を当てながら , その構築技術を地

形学と土木工学から研究し , 保存された樹木や

花粉などの同定によって山城の自然環境を復原

し , 保存された動物造存体とDNAによって食

生活や家畜飼育の間題, 骨角と金属の工芸技術

に関して研究した成果を考古学と総合する学際

シンポジウムが企画された。 地形学と土木工学

の分野は公州大学校などの外部の専門家に委託

したが. 研究所で雇用した植物, 動物考古学の

若手ス 夕 ツ フとともに進めている韓国ではユ

ニー クなプロジェクトである。

同時開催中の韓国考古学会と連携して行われ

た本シンポジウムに足を連んだ研究者は意外に

少なかったのは . 韓国考古学の現状の一側面を

物語つているのであろう。 日本と同様に考古学

と文献史学が連携した研究が目立つ中で, この

ような学際研究は今後ますます必要になるであ

ろう。2月上旬に金容民氏から電話があり . 「1

月に人事異動があって , 羅州国立文化財研究所

の所長に就任しました。」 と伝えられた。 せっ

かくの城山山城学際プロジェクトがどうなるの

か心配だが, 異才が羅州に異動し , 今度はどん

なプロジェクトを進めるのか, と筆者は内心楽

しみにしている。 公務員の人事異動の激しぃ韓

国で, 氏のようなスピーデ イ ーなァイデアマン

でないと . 所長職は務まらないであろう。

以上のほかにも文化財庁50周年記念シンポ

ジウムはあったが, それらの1つ1つが大きな

学術テーマであるので. とても短文で語り尽く

せるものではなぃ。しかし筆者にとっては , 韓

国考古学界の大きな指針を知る絶好の機会で

あった。

3. 韓国瓦学会の活発な研究活動一中国
との関連性が追究できる韓国の瓦一

韓国瓦学会は近年, 束アジアの視点から研究

を展開している。2009年の第6回定期学術大
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会は. 「中国の瓦」 (周時代から明・清時代まで

の歴代の瓦) がテーマであった。2010年の第7

回定期学術大会は. 金有植氏(現国立中央博物

館) が国立扶餘博物館で企画した特別展に合わ

せて 「百済瓦墫と古代東アジアの文物交流」 を

テーマとし , 日中からも研究者を招聘した国際

シンポジウムであった。2011年の第8回定期

学術大会は. 「瓦の生産と流通」 をテーマとし

たが. それに先だって中国南京市博物館の王志

高氏の特別講演 「六朝建康城遺跡出土瓦の観察

と研究」 があった (韓国瓦学会2011)。 また ,

2011年12月には韓国瓦学会として南京で六朝

瓦の調査を行い. 2012年も洛陽で瓦調査が予

定されている。

「中国の瓦」 をテーマとした時には, 韓 国 に

中国歴代瓦を研究する研究者がいるのか, と筆

者は最初不思議であった。 しかし. 高麗時代に

は開城や江華島に , 朝鮮時代にも漢城(景福宮

や光華門など) ゃ華城とぃう中国的宮殿建築が

存続しているのである。 開城の高麗宮城跡の出

土瓦にっいても研究が行われている。 またこの

l 0年余り . 景福宮を中心に朝鮮時代の宮殿や

門が国立文化財研究所によって積極的に発掘調

査が実施され,建物の変選過程も明らかにされ,

整備や復原 , あるいは復原のやり直しの基礎資

料となっている。また. 出土した瓦の研究も行

われる過程で, 明. 清時代の瓦や釉薬瓦.窯跡

にっいても関心が高まりっつある。 日本でも近

世城郭跡の発掘調査が行われているので, 近世

の瓦研究は若干行われているが. 中国との関連

性が追究できる韓国の状況とは大きく異なって

おり . 国内研究にとどまっている。地面文鬼瓦

や l號(し ゃちほこ)の成立を追究するだけでも.

束アジアの視点から研究できるのだが。 奈文研
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が主導して古代束アジアの造瓦技術を研究した

時期もあったが. 今は若干息を潜めてしまった
(『古代束アジアの造瓦技術』:独立行政法人国

立文化財機構奈良文化財研究所2010)。

2011年の第8回定期学術大会で特別講演を

行つた王志高氏も . 『古代束アジアの造瓦技術』

に寄稿しているので. 本書を熟読されたようで

あり , 講演要旨(特別論考)で筆者の 「粘土板

巻き作り南朝主流化説」 にっいてlll:;正いただい

た。南京市内(建業. 建康城)出土の瓦を見る

限り , 丸瓦は粘土紐巻き作りで. 平瓦は後漢時

代頃からすでに粘土板巻き作りであるとぃう批

判である。平瓦にっいては高説を受け入れるが,

熊津期百済から丸瓦も粘土板巻き作りが主流に

なったのは. 500年前後に南朝で丸瓦粘土板巻

き作りが主流化したことが背景にあったからで

あろう(佐川2011)。それが南朝末期のどの段

階かは, 南京市博物館や南京大学の研究者が,

いずれ解明するであろう。

日中韓共同プロジェクト 『古代束アジアの造

瓦技術』は. 各国の研究者の造瓦技術への関心

を高める大きな役割を果たした , と実感した。

それ以上に , 韓国瓦学会は2011年から月例研

究会を開催し . 若手が報告する朝鮮時代までの

瓦当文様, 造瓦技術. 窯の研究成果を . 韓国の

図12  韓国瓦学会20l2年1月月例研究会



瓦tl91士である金誠亀氏らが批評する とぃう羨ま

しぃ進展をみせている(図12)。

4. 朝鮮王朝文化と中国, そして日本

(1) 朝鮮王朝の楽器と祭器への関心

「大長今」 が大人気であった2007年のゴール

デ ン ウ イ ー クに妻とソウルを観光し . 景福宮や

昌徳宮などの五宮と宗廟をすべて見学した。 し

かし , 途中から観光でなくなった。 この時期は

「ソウルフェスティバル」 と称し . 景福宮など

で各種の伝統的な歌舞音曲が行われるが, 最大

の行事は宗廟祭礼である。 宗廟には歴代の王と

王妃. 王族などの位牌が奉られているが. この

祭礼は五穀豊機を祈念する社稷祭礼と並んで国

家二大祭礼の1つであった。宗廟祭礼を石數き

の前庭に座つてみていると , 祭礼に伴つて目前

で演奏されている古楽器のなかに編鍾と編磬が

あるのに驚いた (図13 :  国立古宮博物館パン

フ レ ット )。この2つの古楽器は , 中国新石器

時代末期あるいは夏時代初期の龍山文化段階に

創作された銅鈴と石響を祖型とし . 春秋戦国時

代から編鐘と編警が誕生するからである。

その後, 景福宮の西にある古宮博物館へ向か

い.「宮中楽器」のコーナーで編鐘と編響(石製)

をじっくりと観察した。それぞれ単体で使用す

る大型の鐘と石響もあって , それが祭礼の音楽

の開始と終了を告げる役割を果たすこと , 編響

は古楽器の調律の要であること , 高麗時代の

1116年に宋から伝わったことなどをはじめて

知つた(国立古宮博物館2005)。確かに. 三国

時代や統一新羅の ;i理t跡からこれらの遣物が出土

したという事例はなぃ。また , 日本の寺院には

単体の梵鐘と小型醫があるが, 平城宮跡や正倉

院にも事例がないし . 現在の宮中音楽などにも

図 l 3  朝鮮時代の編範lと編醫

見あたらない。 おそら く古代の半島も日本も .

なぜか両者を受容することはなかった。礼楽の

理念の出現と形成, 拡散を示す銅鐘と石響が.

いまなお韓国に生きていることはじっに興味深

いことであり , 筆者は強い関心をもってきた。

その拡散にっいては, 高麗と宋との関係が

キーポイントなのである。朝鮮王朝の祭器のな

かには. 中国の殷周時代の青銅器, たとえば尊

(酒瓶)や」蘭' (盃 )などの模倣品がある。これ

らは祭礼に伴つて整然と並べられ, たとえば宗

廟祭礼の祖先献盃などに使用された。 こ う した

祭器や先の楽器を含む国家祭礼のシステムを .
高麗は宋から導入したのである。 そして , 母体

が唐でもなく , 南北朝でもなく , 宋であるとぃ
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う のには. 理由がある。南宋の首都臨安府があっ

た浙江省杭州市の省や市の博物館を見学してい

る と . 宋時代に殷周時代の青銅器や玉器を模倣

した製品を数多く目にする。宋時代には.「礼楽」

に関する多くの復興が視覚的にも行われたこと

は明白である。 唐や統一新羅とぃ う旧体制から

の移行問題と文化復興を . 文物考古学的に検討

する重要なテーマとぃえる。そして. そこに日

本の平安時代から鎌倉時代への移行問題と選択

カー ドの違いを重ねてみると . じっに興味深い

のである。

(2) 特別展 「還収した朝鮮王室の條軌と図書」

特別展「還収した朝鮮王室の儀軌と図書」が,

2011年12月27日から2012年2月5日まで国

立古宮博物館で開催された(図14)。 これは.

日本政府が韓国政府へ 2011年10月に朝鮮王朝

焼軌81種167冊(宮内省が1917年に購入した

1 種 4冊. および朝鮮総督府にl922年に寄贈

された80種163冊) と朝鮮王室のその他の図

書69種1,038冊 (1908̃1909年に伊藤博文氏

が持ち出し , 死後に宮内省へ寄託された図書中

の66種938冊, および朝鮮総督府に寄贈され

た3種100冊)  を返還したことを広く国民に伝

えるためのものである。 儀軌とは. 宮中の祭礼

図14 l日書架を使用した書庫の復原
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を図入りで記録したものである。 なお. 1966

年に日韓協約および協定によって , 伊藤博文氏

が持ち出した図書の一部が返還されている。 筆

者は2012年2月3日に特別展を見学した。 会

期末ということもあり , 多くの見学者が訪れて

いた。

筆者が本特別展を見学して強く感じたことが

ある。 日本政府は. 韓国政府へ朝鮮王朝儀軌と

王室図書を返還する前に , まず日本国民に公開

し . それらがどのような内容のもので. 韓国の

歴史にとってどのような意味をもっものかを説

明し , 本来韓国にあるべき文物が日本にあると

いう不情理性への認識に基づき , 伊藤博文氏や

朝鮮総督府が図書を日本へもち出し , それらが

宮内省 (現宮内庁) に保管されていた経緯を説

明するべきだったと思う。 これらの図書の返還

は歓迎すべきことであるが, それらが韓国の歴

史資料であって.日本には直接関係がないから .

返還すればそれでよい. とぃ うものではないと

考える。

返還後間もなく . 韓国KBS テレビが関連番

組を放映したが, 自由民主党のある議員が. 植

民地時代に日本へ持ち出し , 保管している文化

財の問題は. 1965年の日韓協約および協定で

解決済みで,今回の行為は返還ではなく寄贈だ,

と発言した。本稿2- ( 2 ) で も述べたよ うに ,
扶餘部の百済・軍守里廃寺跡は, 朝鮮総督府に

よって1935年に発掘調査が行われたが, 国立

扶餘文化財研究所が史跡整備な どの目的で

2005年から発掘調査を行つた。 1935年の発掘

で出土した遺物の一部は, いまだ日本に保管さ

れている。 韓国側の新たな発掘や研究. 報告書
の刊行に先だって, それらを返還する手だては

なかったのだろうか。 こうした事例はほかにも



あるので, 今回の朝鮮王朝儀軌と王室図書の返

還を契機に, 戦前に海外から持ち帰つた文化財

の返還問題を相手国からあれこれ指摘される前

に ,  自ら積極的に検討すべきであろう。

おわりに一その他の活動一

韓国研修を機に, 韓国語の学習を35年ぶ り

に再開した。 l 2月中旬までは1日4時間週5

日の初級演習を受講し . 毎日の予習, 復習. 宿
題. 恐怖の単語l00問テストはもちろん, 中間
考査や期末考査までこの錯び付いた頭でクリア

した。 日々の研究と過末の各地のシンポジウム

への出張もこなしながらの生活は, かなり幸い

(カライではなぃ)ものがあり . スカイプで妻
に何度も弱音を吐いた。その後は, 週 2日 (各

2時間)だけの韓国語学習に切り替えたが. 研
修の最後まで継続する予定である。 国際交流に

おける言語の重要性を身にしみて知る筆者は.

韓国語の習得に人一倍執着している。 研究成果
をあげることはもちろんであるが. それを韓国
語で韓国の考古学者に伝えることも. 非常に重
要なことであると考えている。果たしてあと半

年でその夢にどこまで近づけるか, 努力あるの

みである。

朝鮮大学校博物館主催の菌山への文化財見学

旅行 ( 2 0 l 0年 l 0月 8 ̃ 9日 )では. 一般市民
約40名とともに韓国の秋を満喫した。 蘭山の

岩崖画もようゃくこの日で見ることができた。

「古代都市溟州と崛山寺」 のシンポジウムでは,

金聖範所長から有名な金鴻植氏 (明知大学校建

築大学教授) を紹介され. シンボジウム後に氏

の幼なじみ3名とともに江陵周辺の名刹・洛山

寺などをご案内いただぃた。 夜の懇親の席で各

位と名刺を交換すると , 皆さん全南大学校名誉

教授, 弁護士, 貿易会社社長という名士ばかり

で, 「自分たちは光州市の出身で. 小学校から
高校までの親友である。年に2回各地を旅行す

る。」 ということを知つた。筆者が, 「仙台市と

光州市は姉妹都市で, わたしの出身校の仙台一
高は光州一高と交流校である。」 とぃ う と , 「自
分たちは光州一高の出身」 ということで一気に
盛り上がり , マッカリl5本を開けてしまった。

20 l 1年 l l月24日には. 全北大学校の教授
になった金洛中氏 (2009年に本専攻が招聘)

の依頼を受けて, 「束アジア古代寺院の木塔と

舎利奉安」 と題する講演を行つた。

:i重跡見学や資料調査はもっとも楽しく . いつ
も集中してしまう。李起吉氏には9月25日に

竹内里遺跡を. l l月3日に発掘中の下加遺跡
の現場をご案内頂いた。また, 20 l 2年l月18

日にはソウルの慶熙大学校博物館 (成チュンテ

ク教授)で全谷里 :選跡の. 2月22̃23日には
清州市の韓国先史文化研究院(李隆助理事長・

忠北大学校名誉教授)で;坡州市ウンジョンI地

区の前期旧石器の資料調査にお誘いいただぃた

(図 l5 )。 また. 韓国旧石器界の重鎮の李隆助
氏は忠北大学校博物館まで筆者を案内され, 氏

が発掘した旧石器資料にっいて丁寧に説明して

くださった (図 l 6 )。氏と知り合いになって早

23年。 ようゃく韓国語で少し話ができるよう

になった。

なお, 在外研修の日的と関連して. 2 0 l l年
11月26̃12月1日には 「アジア旧石器協会第

4回大会および国際シンポジウム」 (束京・国

立科学博物館)に. 20 l2年2月l1̃12日には
「第l2回古代瓦研究会」 (奈良文化財研究所)

に参加した。

さて,  末筆であるが. 研究や食事を含む日常
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図15  韓国先史文化研究院で李起吉氏とともに

図 l 6 111、北大学校 f1l、算物館で李隆助氏とともに

生活にっいて. 日々気配りをし . 支えて頂いて

いる朝鮮大学校の李起吉氏と奥様に対し. 衷心

より感謝申し上げたい。また , 日々身近でお世

話になっている朝鮮大学校博物館の李康熙, 金

思正. 金秀雅. 部又1成の各女史にも , あと半年

間よろしくお願い申し上げたぃ。 さらに . 諸処

ご負担をおかけしている本専攻主任の政岡伸洋

氏および本学歴史学科科長の渡辺昭一氏をはじ

めとする教員各位. と く にi;i:秀人氏に厚くお礼

中し上げたぃ。
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